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【要 旨】
近年、世界のビール産業では、M&Aを通じた企業成長により集中が著しく進行しており、その構
造が大きく変化している。こうした企業集中の動きは2000年代に特に加速し、上位企業同士の合併
や買収が相次いだ。本稿では、近年のビール市場における主要プレイヤーである上位４社のM&A
や企業行動に焦点を当て、各社の戦略的な傾向を明らかにすることで、ビール産業のグローバル化
について考察することを目的とする。2000年代のビール産業において、上位２社のABインベブと
SABミラーは、非常に大規模かつ広範囲に及ぶM&Aを行い、よりグローバルな企業であると判断
できるが、一方で、続く２社のハイネケンとカールスベアは上位２社と比べると依然としてヨーロッ
パ的性格の強い企業であった。本稿では、ビール産業におけるグローバル化を検討するため、こう
した企業のM&Aについて分析し、各社の戦略的傾向を明らかにした。
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【Abstract】
This paper explores the globalisation in the brewing industry through analysing mergers
and acquisitions of major brewing companies. Recently, the structure has drastically changed
in the brewing industry because of concentration of firms throughout M&As. This article
focuses on M&As and corporate behaviour which accomplished by top four brewing companies
in the world. Then, this study examines the globalisation in the brewing industry through
discussing strategic tendencies of each companies.
The top two companies, AB InBev and SABMiller, became really ‘global’ companies by
repeating large M&As. On the other hand, Heineken and Carlsberg, the third and fourth
largest companies in the world, would rather ‘European’ firms. Through these
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Ⅰ はじめに
近年の世界ビール産業では、M&Aを通じた企業成長により集中が著しく、その構造が大きく変
化している。特に、ビール総生産量に占める企業の割合を見ると、2015年には上位４社だけで全体
の約５割を占め、上位10社まで含めると７割近くにまで達している１。こうした企業集中の動きは、
2000年代に入って特に加速した。例えば、2002年のサウス・アフリカン・ブリュワリーズ（South
African Breweries、以下SABと略記）とミラー・ブリューイング・カンパニー（Miller Brewing
Company）の合併や、2004年のアンベブ（Companhia de Bebidas des Américas: AmBev）とイン
ターブリュー（Interbrew）の合併及び、それによって形成されたインベブ（InBev）による、2008
年のアンハイザー・ブッシュ（Anheuser-Busch）の買収など、上位企業同士の合併や買収が相次い
だ。さらに2016年には、世界1位のアンハイザー・ブッシュ・インベブ（Anheuser-Busch InBev、
以下ABインベブと略記）が、世界2位であるSABミラー（SABMiller）の買収を発表するなど、驚
くほどの規模とスピードで世界的なM&Aが繰り返されている。現在の世界ビール産業では、こう
したM&Aによる企業集中を通して、グローバル化が著しく進展している。
ビールは現在、主に嗜好品と捉えられているが、それに関わる市場や産業は、経済的にも政治的
にも非常に重要である。ビールは古代より飲まれており、中世には既に世界の広範囲にまで広がっ
ていた。アルコール飲料の中でも、ビールは現在最も大きな市場を構成している製品である。こう
した、世界で広く飲まれている製品を扱うビール産業や市場では、政府や政策との結びつきも非常
に強く、何世紀にもわたり、ビールそのものや原材料に対する課税は、政府の貴重な収入源となっ
てきた。例えばEUでは、ビール醸造やそれに関わる企業活動が、当該経済に大きく貢献しており、
2008年から2013年までのビールに関連する税収は、およそ100億ユーロにまで達していた。合衆国
でもその数字は大きく、2014年のデータでは、ビール産業の持つ経済的なインパクトは2500億ドル
（国民総生産のおよそ1.5%）と算出されている。さらに、ビールに関する経済活動から得られる税収
の総額は110億ドルを越えた。以上のように、ビールに関わる産業及び市場は、経済的にも政治的に
も大きな意味を持っており、こうした事情を踏まえて、時に政府や公共機関は、ビールの品質維持
や健康への影響、そして企業間の公正な競争確保を理由に、様々な形でビール産業に対する規制を
行ってきた２。
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このように、ビールという製品は単なる嗜好品という枠にとどまらず、一国の経済やグローバル
経済に与える影響は大きい。また、先に述べたように、近年では特に大企業同士の合併が相次いで
おり、産業構造が大きく変化している。そこで本稿では、こうしたダイナミックな変化を見せる
2000年代の世界ビール産業に注目し、2016年に行われたABインベブとSABミラーという上位企業
同士の、産業を揺るがしうる大合併前夜までの市場について整理し、現状分析を試みる３。その際、
近年のビール市場における主要プレイヤーである上位4社のM&Aや企業行動に焦点を当て、各社の
戦略的な傾向を明らかにすることで、ビール産業のグローバル化について考察することを目的とす
る。
本稿の構成は以下の通りである。まず第Ⅱ節では、2000年代の世界ビール市場について、国別の
消費量や生産量などから概観する。続く第Ⅲ節では、ビール市場の主要プレイヤーである上位4社
に対象を移し、それぞれのM&Aや関連する企業行動について検討する。最後に第Ⅳ節では、本稿
の小括を行うと共に、今後の課題について言及する。
Ⅱ 2000年代における世界ビール市場
世界のビール総消費量は、2009年のデータでは約１億8500万klに達しており、ワイン（2700万kl）
やスピリッツ（1900万kl）と比べると、アルコール飲料市場の中では圧倒的な規模を誇っている４。
2015年の数字を見ても、世界のビール総消費量は約１億8378万klであり、前年からは若干減少に転
じているものの、アルコール飲料市場における重要性は変わらない（図表１）。ビール消費量につい
て国別で見ると、2003年から連続して中国が第１位であり、その量は約4327万klと、第２位のアメ
リカを大きく離している。その後は、ブラジル、ロシア、ドイツ、メキシコと続き、日本は世界で
第７位の消費量に位置している。2000年代以降は特に、経済成長や人口増加を背景として、中国や
ブラジル、ロシアといった国々でビール消費量が急増しており、市場成長が著しい。また、地域別
消費量でも、この中国の圧倒的な消費量により、アジアが第１位となっている。こうして、近年の
国別消費量では、中国を含むアジアの優位が顕著であるが、その一方で、同年の一人あたり消費量
に目を向けると、23年連続でチェコが第１位であり、それ以外にも上位にはドイツやオーストリア
などヨーロッパ諸国が目立っている（図表２）。歴史的にも、ビール産業にとってヨーロッパは重要
な市場であり続けてきたが、近年の一人あたり消費量におけるヨーロッパ諸国の存在感を見ると、
依然としてその地位を維持していることがわかる。以上が2000年代のビール消費の動向であるが、
ごく最近では、経済情勢の低迷や増税の影響を受けて、これまで好調であった中国やブラジル、ロ
シアといった国々でも消費量がやや減少する傾向にある。その一方で、アフリカや東南アジアでは
依然として消費が拡大しており、アルコール飲料市場におけるビールのプレゼンスは変わっていな
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い 。
ビールの生産量に議論を移すと、2015年は上記で確認したビール総消費の減少傾向を受けて、ド
イツとベトナムを除く消費量上位国で生産量が減少している（図表３）。ただし、このベトナムでの
生産量拡大はめざましく、2014年から2015年にかけて約８%も生産量を増加させ、イギリスを上回
るまでに成長した 。こうしたビール生産量の順位は、先のビール消費量の順位とほぼ対応してお
り、輸送コストや現地ブランドの優位、消費者の嗜好にいち早く対応する必要性などを考慮すれば、
現地生産という方法が選択されるのは当然であろう。
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出典：キリンビール株式会社（2016）。 
出典：キリンビール株式会社（2016）。 
図表 1 国別ビール消費量（2014 年・2015 年）
図表 2 国別ビール一人当たり消費量（2015 年）
ここまで見てきたように、ビール産業はアルコール飲料市場の中でも依然として重要な位置を占
めており、地域によっては今後も大きく成長する可能性がある。こうした状況の中で、グローバル
に活動する企業にとって、競争優位の中心となるのはブランドであり、近年特にその重要性が増し
ている。ビール市場で競争する各企業は、魅力的なブランドを獲得するために国境を越えたM&A
を積極的に展開しており、その結果として、企業の集中が加速することとなった７。そこで、現在の
主要企業と企業集中に注目すると、冒頭でも述べたとおり、近年のビール産業で最も大規模な多国
籍企業はベルギーのABインベブであり、その生産量は2015年時点で世界の21.2％を占めている（図
表４）。ABインベブは、2004年にブラジルのアンベブとベルギーのインターブリューが合併するこ
とで設立されたインベブが、2008年にアメリカのアンハイザー・ブッシュを買収することで誕生し
た。業界第２位のSABミラーも、イギリスに本社を置くSABがアメリカのミラーを買収することで
設立され、世界で9.9%のシェアを有している。この２社に続くオランダのハイネケン（Heineken）
は、ABインベブやSABミラーのように上位同士のM&Aを経ているわけではないが、ヨーロッパ企
業とのM&Aを中心に行っており、さらに近年では、その事業範囲拡大のためにメキシコなどの企
業とも合併することで、9.3%までシェアを伸ばしている。ハイネケンに次いで４番目に大規模な
ビール企業であるデンマークのカールスベア（Carlsberg）は、上位３社と比べるとそれほど規模の
大きいものではないが、中欧や東欧を中心にいくつかのM&Aを実施することで6.3%のシェアを保
持している。このように、上位４社は全てヨーロッパ企業によって占められており、世界ビール産
業におけるヨーロッパの優位を示しているが、近年では、自国の経済成長による急速な消費拡大を
背景に、成長を続ける中国企業の台頭が顕著である。上位10社の中には、華潤創業（China
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図表 3 国別ビール生産量（2014 年・2015 年） 別ビール生産量（2014 年・2015 年）  
 
出典：Barth-Haas Group (2016), p.9 より作成。  
 
 
 
図表 4 世界のビール産業における市場シェア（2015 年）  
 
出典：Barth-Haas Group (2016), p.7 より作成。  
 
 
 
Resources Enterprise）、青島（Tsingtao Brewery）、燕京（Yanjing Brewery）という３社の中国
企業が含まれており、特に華潤創業はSABミラーとの合弁で醸造事業を展開し、自国の強大なビー
ル消費に支えられ、そのシェアを6.1%にまで伸ばしている８。
以上のように、上位4社あるいは上位10社を見ても、国際的なM&Aを通じた企業集中というもの
が、ビール産業のグローバル化における2000年代の大きな特徴のひとつとなっている。2000年から
2009年の累計集中度を示すデータからも、醸造産業の企業集中が当該時期にかなり進んでいたこと
は明らかであり、2015年には上位10社だけで、世界のビール生産の約６割を占めるまでに進行して
いる（図表５）9 。
Ⅲ 2000年代におけるビール産業と企業によるM&A
本稿はここまで、2000年代の世界ビール市場を概観するなかで、近年加速するグローバル化に伴っ
て進行する企業集中に注目してきた。本節では、そうしたビール市場における主要なプレイヤーで
ある企業そのものに焦点をあて、それぞれの企業が2000年代に行ってきたM&Aと、その戦略的傾
向について検討する。
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図表 4 世界のビール産業における市場シェア（2015 年）
図表 3 国別ビール生産量（2014 年・2015 年）  
 
出典：Barth-Haas Group (2016), p.9 より作成。  
 
 
 
図表 4 世界のビール産業における市場シェア（2015 年）  
 
出典：Barth-Haas Group (2016), p.7 より作成。  
 
 
 
１．アンハイザー・ブッシュ・インベブ
ABインベブは2000年以降、相当数のM&Aを実施することで、その規模を急速に拡大させてきた
（付表１）。まず、ABインベブの前身企業であるインターブリューは2000年に、イギリスで３番目
に大規模なビール企業で、当時既にステラ・アルトワ（Stella Artois）のライセンス生産を行ってい
たウィットブレッド（Whitbread）と、カーリング（Carling）やテネンツ（Tennents）などのブラ
ンドを持つイギリス第２位のバス（Bass）を買収することで、ヨーロッパでの地位を高めていた10。
さらに2004年にインターブリューは、ブラジル市場で当時68.1%ものシェアを誇り、中南米で強固な
基盤を持っていたアンベブとの合併を発表した。これは、世界第３位と世界第５位の大規模ビール
企業同士の合併であり、これによって形成されたインベブは、世界のビール市場において約13%の
シェアを獲得し、20の主要な市場で１位から２位の地位を築くことに成功した11。その後、インベブ
はいくつかのM&Aを経て、2008年にはアンハイザー・ブッシュを買収することとなり、世界で最も
大規模なビール企業であるABインベブの誕生を迎えた。インベブはこの買収によって、アンハイ
ザー・ブッシュが持っていたアメリカでの50%近くに上るシェアと、バドワイザー（Budweiser）や
バド・ライト（Bud Light）といった強力なブランドを獲得することとなった12。
ABインベブは、以上のような合併及び買収を経て、世界で最も大規模なビール企業となったが、
その後も同様のM&Aを推進し続けた。2013年には、メキシコのビール市場で５割強のシェアを有
していたグルポ・モデロ（GrupoModelo）の買収を実施した。ABインベブにとって、モデロは20
年以上にわたって友好的な関係を築いてきた企業であり、既に50％の株式を保有していたが、この
買収によって残りの株式を全て獲得し、完全買収となった。モデロを完全に取り込むことで、AB
インベブは世界的なブランドであるコロナ（Corona）を獲得すると共に、モデロの持つ現地での販
売網を用いて、自身のグローバル・ブランドを積極的にメキシコで展開することが可能となった。
さらに、この合併よってABインベブは、買収によるシナジーとして2016年までに、およそ10億ドル
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図表 5 世界のビール産業における累積集中度（CR5 及び CR10）図表 5 世界のビール産業における累積集中度（CR5 及び CR10）  
 
出典：Pedersen et al. (2013), p.22; Barth-Haas Group (2016), p.7 より作成。  
 
 
図表 6 2000 年代の AB イン における地域別販売量（百万 hl.）  
 
注）2016 年より、Europe に中東及びアフリカ地域が追加。  
出典：Interbrew (2001-2003); InBev (2004-2007); AB InBev (2008-2016)より作成。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
のコスト削減が見込めると発表した13。
このようにABインベブは、2000年以降に大企業同士の合併により誕生し、その後も多くのM&A
を推進することで圧倒的な世界シェアを獲得してきた。特に、ABインベブ設立後は、ラテンアメ
リカや北米をその活動地域として重視するようになり、近年では、韓国のOBビール（Oriental
Brewery）や中国の四平金士百純生啤酒股分有限公司（Siping Ginsber）を買収するなど、あたかも
自身の描く世界地図の残りを埋めるかのごとく、アジアでの販売量を大きく伸ばしている（図表６）。
さらに、これまで注力してきた比較的大規模な企業の買収に加えて、中小のビール企業や醸造所の
買収も視野に入れ、アメリカのグース・アイランド（Goose Island）やブルー・ポイント（Blue
Point Brewing）、テン・バレル（10 Barrel Brewing）、イリジアン（Elysian Brewing）など、近年
隆盛を見せているクラフト・ビールやマイクロ・ブリュワリーといったタイプの醸造所まで、積極
的に買収を進めている14。ABインベブはこうして、2015年時点でバドワイザーやコロナ、ステラ・
アルトワ、ベックス（Beck’s）やレフ（Leffe）、ヒューガルデン（Hoegaarden）などの世界的なブ
ランドをはじめとした200以上のビール・ブランドを所有し、その年間売り上げは436億ドルに達し
ており、世界で最も大規模なビール企業というだけでなく、世界の消費財企業としても上位５社に
入るほどの規模となった15。
２．SABミラー
近年のビール産業において第２位の位置につけるSABミラーも、ABインベブと同様に国際的な
M&Aを繰り返すことで成長してきた企業であった（付表２）。その中でも特筆すべきなのは、SAB
ミラー設立につながる、2002年に行われたミラーの買収であろう。SABは、当時アンハイザ ・ーブッ
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図表 5 世界のビール産業における累積集中度（CR5 及び CR10）  
 
出典：Pedersen et al. (2013), p.22; Barth-Haas Group (2016), p.7 より作成。  
 
 
図表 6 2000 年代の AB インベブにおける地域別販売量（百万 hl.）  
 
注）2016 年より、Europe に中東及びアフリカ地域が追加。  
出典：Interbrew (2001-2003); InBev (2004-2007); AB InBev (2008-2016)より作成。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図表 6 2000 年代のABインベブにおける地域別販売量（百万 hl.）
シュに次いでアメリカ国内第２位であったミラーを、その親会社であるアルトリア・グループ
（Altria Group）から買収することを決定し、2002年７月には社名をSABミラーへと変更した。こ
の買収によって、SABミラーはラガー・ビールの販売量を65%以上も伸ばし、より本格的に国際ビー
ル事業へと乗り出して40カ国以上でビール醸造を行うことが可能となった16。さらに2007年には、
アメリカのモルソン・クアーズ（Molson Coors Brewing Company）との合弁事業を行うことが発
表され、2008年６月にはアメリカ合衆国司法省の許可も下り、同年７月にミラー・クアーズが設立
された。出資比率は、SABミラーが58%、モルソン・クアーズが42%であり、彼らはアメリカとプエ
ルトリコにおける事業を共同で行うこととなった17。特に本合弁事業は、アメリカにおいて圧倒的
な地位を築きつつあったABインベブに対抗する手段のひとつでもあった。
2015年時点のEBITAで見た場合、SABミラーにとっては、ラテンアメリカ及びアフリカでの事業
活動が重要となっており、両地域のEBITAは全体の64%となっている。特にラテンアメリカでは、
コロンビアやエクアドル、エルサルバドル、ホンジュラス、パナマ、ペルーといった６カ国全てで
市場シェア１位を達成しており、アフリカでもほぼ同様の地位を保持している。販売量では、近年
アジア太平洋での成長がめざましく、中国やインド、オーストラリアやベトナムにおいて積極的な
事業展開を行っている（図表７）。なかでも中国では、現地のコングロマリットである華潤創業と20
年以上にわたって合弁事業を行っており、雪花啤酒は中国でも最大のビール・ブランドとなってい
る。また、オーストラリアにおいては、2011年にフォスターズ・グループ（Foster’s Group）を買収
した際に獲得したカールトン・アンド・ユナイテッド（Carlton &United Breweries）が、現地で２
番目に大規模な醸造所となっており、インドにおいてもSABミラーは国内第２位の規模となってい
る。このように、SABミラーは現在の規模へと成長する過程で様々なM&Aを行い、そこで獲得し
たミラー・ジェニュイン・ドラフト（Miller Genuine Draft）やフロールシュ（Grolsch）、ペロー
ニ・ナストロ・アズーロ（Peroni Nastro Azzurro）、ピルスナー・ウルケル（Pilsner Urquell）を
グローバル・ブランドとして展開し、2015年には全体として221億ドルの売り上げを記録している18。
３．ハイネケン及びカールスベア
世界ビール産業において第３位のハイネケン及び第4位のカールスベアは、先の２社が非常に広
範囲にわたるM&Aを推進し続けてきたのに対して、主にヨーロッパでのM&Aを中心に行ってき
た（付表３、４）。両社は、2000年代中頃にロシアや中欧、東欧の企業を多く買収することで、当該
地域での存在感を高めていた。その中でも、ハイネケンにとっては2003年に行われたBBAG
（Österreichische Brau-Beteiligungs-Aktiengesellschaft）の買収が特に重要であった。BBAGは、
ドイツと同様にビールの一大消費国であるオーストリアで非常に強いポジションを築いていただけ
でなく、中欧でも広く事業を展開する企業であった。BBAGは、オーストリア以外にもポーランド
やチェコ、ハンガリー、ルーマニアなどで14の醸造所を稼働させており、ゲッサ （ーGösser）やツィ
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プファ （ーZipfer）、カイザ （ーKaizer）といった有力なブランドを生かし、ヨーロッパで当時6番目
に大きいビール企業となっていた。ハイネケンにとって、このBBAGの買収は規模的にも金額的に
も非常に大きなものであったが、この買収により、オーストリア、ポーランド、ルーマニア、ハン
ガリー、スロベニア、ブルガリア、クロアチアで主要な市場シェアを獲得することに成功し、そう
した国々でハイネケン・ブランドをこれまで以上に広める機会も得ることができた19。
一方、カールスベアも2000年代に入ると、自身の活動範囲を拡大するための合併を行った。カー
ルスベアは2000年に、ノルウェーのコングロマリットであるオルクラ（Orkla）と共に、カールスベ
ア・ブリュワリーズ（Carlsberg Breweries）という新会社を発足させ、オルクラの持つ飲料事業を
引き継ぐこととなった。カールスベア・ブリュワリーズは、カールスベアが60％、オルクラが40%と
いう出資比率で設立され、北欧史上最も大規模な合弁事業となった。カールスベア・ブリュワリー
ズの設立によって、カールスベアはデンマーク、スウェーデン、ノルウェーといった北欧諸国にお
いてより強固な基盤を確保すると同時に、バルト三国やロシアを含む東欧市場でも大きなシェアを
獲得することができた。さらにこの合弁事業では、BBH（Baltic Beverage Holding）の50%の株式
所有が可能となったことも非常に重要であった。それはつまり、当時顕著な伸びを見せていた中欧
や東欧市場へのさらなるアクセスを意味していた。加えてカールスベア・ブリュワリーズは、上記
以外にも同地域において小規模なM&Aを実施した20。
このように、ハイネケンとカールスベアは2000年代に入ると、主に中欧や東欧といった地域での
事業拡大を目指してM&Aを行ってきたが、こうした活動に加えて、両社に共通して重要であった
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図表 7 2000 年代の SAB ミラーにおける地域別販売量（百万 hl.）  
 
出典：South African Breweries (2001-2002); SABMiller (2003-2016)より作成。  
 
 
図表 8 2000 年代のハイネケンにおける地域別販売量（百万 hl.）  
 
注 1）2005 年より、ドイツ及びギリシャが Western Europe から Central & Eastern Europe へ
地域変更。  
注 2）2015 年より、西欧及び中欧地域が Europe へ、アフリカ及び中東、東欧地域が
Africa, Middle East & Eastern Europe へと地域分類変更。  
出典：Heineken (2001-2016)より作成。  
 
 
 
 
 
 
図表 7 2000 年代の SABミラーにおける地域別販売量（百万 hl.）
のが、2008年に行われたスコティッシュ・アンド・ニューカッスル（Scottish & Newcastle）の買収
であった。2008年、当時世界で第7位の規模であり、ビールやソフト・ドリンク、ミネラル・ウォー
ターの製造・販売を世界中で行っていたイギリスのスコティッシュ・アンド・ニューカッスルが、
ハイネケンとカールスベアが共同で設立したサンライズ・アクイジションズ（Sunrise
Acquisitions）によって買収されることが発表された。これは、イギリスでの事業について再考し
ていたハイネケンと、ロシアでの事業拡大を目指していたカールスベアとの思惑が一致した結果、
実現した共同買収であった。これにより、特にカールスベアは自身の規模を世界第４位の地位にま
で上昇させることが可能となった。この買収後、スコティッシュ・アンド・ニューカッスルの事業
やブランドについては、ハイネケンとカールスベアがそれぞれ分割して所有することとなった。ハ
イネケンは、当初の狙い通りイギリスでの事業に加えて、アイルランド、フィンランド、ベルギー、
ポルトガル、合衆国、インドでの事業、そして他のEU諸国への輸出事業を引き継ぎ、イギリスでの
事業はハイネケンUKとして行われることとなった。さらにハイネケンは、スコティッシュ・アン
ド・ニューカッスルが有していたシードルのブランドも獲得し、これはハイネケンの製品構成拡大
に大きく役立った21。既に、北米や西欧では、ライフスタイルや飲酒習慣の変化によって、ビールか
らワイン、スピリッツへと消費者の嗜好が移りつつあり、そうした状況の中で、ストロングボウ
（Strongbow）やバルマーズ（Bulmers）といったブランドのシードルは、今後大きく伸びていくこ
とが期待された22。一方のカールスベアは、既に半数の株式を所有しているBBHの残りの50%を引
き継ぐことができ、加えて、フランスのブラッスリ ・ークローネンブール（Brasseries Kronenbourg）
やギリシャのミソス（Mythos）、ラトビアやリトアニア、ベラルーシ、中国、カザフスタン、ベト
ナムでの事業を獲得した23。
以上のように、これまでは比較的ヨーロッパでのM&Aを中心に行ってきた両社であるが、2010
年以降は、徐々にその傾向を変化させている。ハイネケンは、2010年にメキシコにおいてモデロに
次ぐ規模であったフェムサ（FEMSA: Fomento Económico Mexicana, S.A.B. de C.V.）を買収し、そ
の後もナイジェリアやエチオピアなどのビール企業との合併を行っている。ハイネケンはフェムサ
の買収によって、合衆国での事業や輸出を含むメキシコでのビール事業に加えて、それまでハイネ
ケンが進出していなかったブラジルでの事業を獲得することで、アメリカ大陸での存在感を大いに
高め、ヨーロッパと並ぶ主要な事業地域となった（図表８）24。一方でカールスベアも、2010年以降
はヨーロッパ以外でのM&Aを積極的に展開し、ネパールやラオス、ベトナムや中国、インドの事業
を買収することで、アジアでのビール醸造事業を拡大させている（図表９）25。カールスベアは、従
来西側を中心に活動してきたが、そうした戦略の方向を徐々に東に転換し、新たな地域での事業を
広く展開しようとしている。
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Ⅳ おわりに
本稿ではここまで、2000年代の世界ビール産業における主要企業の行動に注目し、近年加速する
企業集中につながるM&Aについて、それぞれ検討してきた。2000年代に入ると、上位企業各社は、
有力ブランドの獲得を狙って、これまでにない規模とスピードでM&Aを推進してきたが、上位２
社と続く２社では、その傾向がやや異なっている。
ABインベブとSABミラーは、それぞれの成り立ちから既にグローバルな存在であったが、その
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図表 7 2000 年代の SAB ミラーにおける地域別販売量（百万 hl.）  
 
出典：South African Breweries (2001-2002); SABMiller (2003-2016)より作成。  
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地域変更。  
注 2）2015 年より、西欧及び中欧地域が Europe へ、アフリカ及び中東、東欧地域が
Africa, Middle East & Eastern Europe へと地域分類変更。  
出典：Heineken (2001-2016)より作成。  
 
 
 
 
 
 
図表 8 2000 年代のハイネケンにおける地域別販売量（百万 hl.）
図表 9 2000 年代のカールスベアにおける地域別販売量（百万 hl.）  
 
出典：Carlsberg (2001-2016)より作成。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図表 9 2000 年代のカールスベアにおける地域別販売量（百万 hl.）
後も地理的に広範なM&Aを積極的に推進してきた。ABインベブは、設立過程で既にヨーロッパ、
ブラジル、合衆国において強固な基盤を獲得しており、続いてメキシコで最も大規模な企業を買収
するなど、ラテンアメリカや北米全体でも存在感を高めてきた。さらに近年では、アジアでも広く
買収を行い、まさに全世界で圧倒的な規模を誇る企業となっている。SABミラーもほぼ同様に国際
的なM&Aを続け、設立時から優位に立っていたラテンアメリカとアフリカでの事業に加えて、中
国やインド、ベトナム、オーストラリアなどにも積極的に展開し、その活動範囲を広げ続けてきた。
このように、世界ビール産業の上位2社については、非常に大規模かつ広範囲に及ぶM&Aを経てお
り、まさにグローバルな企業であると判断することができる。
一方、続く２社のハイネケンとカールスベアについては、2000年代中頃までは、中欧や東欧の企
業を多く買収するなど、その活動範囲はヨーロッパ中心であり、ABインベブやSABミラーに比べ
るとM&Aの規模も小さく、依然としてヨーロッパ的性格の強い企業であった。しかしながら、
2010年代に入ると両社のM&A戦略は徐々に変化し、ハイネケンのメキシコでの買収やカールスベ
アの積極的なアジア進出など、上位２社を追随するように、その事業範囲を広げている。
以上のように本稿では、近年加速するビール産業の企業集中に注目し、2015年までの各企業の
M&Aとその戦略的傾向を検討することで、ビール産業のグローバル化について考察してきた。こ
うした状況を踏まえて、直近の2016年にはさらに事態が複雑となっている。なかでも、2016年10月
に完了したABインベブによるSABミラーの買収は、ビール業界だけでなく産業界全体に大きな衝
撃を与えた。ABインベブはSABミラーの買収によって、南アメリカやアフリカ、オーストラリア
での事業を大きく拡大することができ、本当の意味でのグローバルなビール企業へと変貌を遂げよ
うとしている。今回のM&Aでは、ヨーロッパ市場については優先されなかったが、その代わりに
エクアドルやペルー、コロンビア、南アフリカ、オーストラリアでの事業獲得を強調した。これら
の国々は既に、SABミラーが強固な基盤を形成してきた場所であり、今後はヨーロッパなどよりも
はるかに大きな利益が見込める市場であった。ABインベブはこの買収によって、世界のビール市
場における30%程度のシェアを有することとなり、世界のビール売上の50%を占めるまでの規模に
なった。当該案件の買収総額は790億ポンドにまで上り、イギリス企業の中では歴史上最も大規模
なM&Aとなった。しかしながら、このM&Aについてはいくつかの国で独占禁止法に抵触してお
り、関連する事業を他の企業へ売却することも行われた。アメリカでは、SABミラーが保有してい
たミラー・クアーズの58%の株式をモルソン・クアーズに売却することが決まり、中国でも同様の合
弁事業の株式を、合弁相手である華潤創業へ売却した。さらにヨーロッパにおいても、SABミラー
が所有していたペローニやフロールシュ、ピルスナー・ウルケルなどのブランドを含む東欧５カ国
での事業を日本のアサヒが買収することとなり、彼らにとってはヨーロッパを基盤とした海外展開
への思わぬ好機となった26。
このように、世界のビール産業では2000年代以降、特に大規模かつ広範囲なM&Aが繰り返され
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ており、現在でも同様の状況は続いている。本稿では、資料的制約と合併に対する評価が定まって
いないことから、上記のABインベブによるSABミラーの買収はその事実を指摘するのみにとどめ
たが、今後はこの点の分析も加えることで、世界のビール産業、あるいはそれが位置する世界の消
費財産業が経験している、よりダイナミックな流れを詳細に検討する必要がある。また本稿におい
ては、2000年代の世界ビール市場とそこで競争する企業を中心に論じてきたため、近年加速する企
業集中やグローバル化がなぜ始まったのか、またその起点はいつ頃であったのかという点には触れ
られなかった。しかしながら、こうした複雑に展開されるM&Aについて、歴史的分析も含めたよ
り長期にわたる検討を行うことで、グローバル化に対する企業行動のあり方、あるいは企業とグロー
バル化の関係といったことまで明らかになることが期待される。以上の点については今後の課題と
し、改めて別稿を期することとしたい。
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付表 1 2000 年代におけるABインベブのM&A付表 1 2000 年代における AB インベブの M&A 
 
出典：Interbrew (2001-2003); InBev (2004-2007); AB InBev (2008-2016)より作成。  
―130―
東日本国際大学研究紀要 Vol.23 №1 ビール産業における合併・買収とグローバル化の進展
付表 2 2000 年代における SABミラーのM&A
付表 2 2000 年代における SAB ミラーの M&A 
 
出典：South African Breweries (2001-2002); SABMiller (2003-2016)より作成。  
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付表 3 2000 年代におけるハイネケンのM&A付表 3 2000 年代におけるハイネケンの M&A 
 
 
出典：Heineken (2001-2016)より作成。  
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付表 4 2000 年代におけるカールスベアのM&A
付表 4 2000 年代におけるカールスベアの M&A 
 
出典：Carlsberg (2001-2016)より作成。  
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